
市民活動のための助成金情報 2022年 月号

各助成金情報の詳細（資料請求・申請方法等）については、
それぞれの問合わせ先にご確認頂くか、いちのせき市民活動センターにご相談ください。
また、このほかにも当センターの情報コーナーに助成金情報を掲示しています。
どうぞご利用ください。
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NEW

詳細はこちらから→

｢第39回老後を豊かにするボランティア活動資金助成｣ (公益財団法人みずほ教育福祉財団)
高齢者を主な対象として活動するボランティアグループ及び地域共生社会の実現につながる活動を
行っている高齢者中心のボランティアグループに対し、利他性を有する活動において継続的に使用す
る用具・機器類の購入費を支援します。

対象：10人～50人程度の2年以上の活動歴のあるグループで、組織・運営に関する規約(会則)等が整
備されていること、且つ、規約(会則)に定めるグループ名義の金融機関口座を保有していること。
※要推薦
金額：１グループにつき10万円を上限(助成は、計110グループ程度を予定)
締切：2022年5月20日(金)※必着(2022年7月末までに結果通知)
電話：03-5288-5903

高齢者を対象とした活動や
高齢者中心のボランティアグループの活動を応援
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詳細はこちらから→

｢2022年度高齢社会助成(地域福祉チャレンジ活動助成)｣(公益財団法人日本生命財団)
地域包括ケアシステムの展開、そして深化につながる次の５つのテーマのいずれかに該当する実践や活動に向けての
チャレンジ活動に対し助成します。①福祉施設や福祉・介護・保健・リハビリテーション専門職と地域住民の協働に
よるインフォーマルなサービスづくり、②認知症(若年性認知症を含む)の人、家族と地域住民がともに行う安心、安
全に暮らせる地域づくり、③人生の看取りまで含む生活支援、④高齢単身者、家族介護者を含めた複合的な生活課題
に対する(家族への)支援、⑤高齢者、障がい者、子ども等全世帯交流型の活動・就労の機会提供、社会参加づくり

対象：助成テーマにチャレンジする意欲があり、他の団体・機関、住民組織等と協働で活動する団体(活動の運営
組織の構成員に申請団体以外のメンバーが参加していること)。法人格の有無は問わない。
金額：１団体あたり２年間、最大400万(1年最大200万)
締切：2022年5月31日(火)※当日消印有効（2022年9月下旬にハガキにて通知）
電話：06-6204-4013(高齢社会助成事務局)

地域福祉活動の実践や活動に向けてのチャレンジを支援
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詳細はこちらから→

｢令和4年度景観からの地域づくり(景観点検)事業｣ (岩手県都市計画課)
県内の景観形成を目指し、身近な景観を点検する次の取り組み(実施項目からいずれかを選択)を行う地域住民等の団体
を募集します。➀観光地の景観点検、②地元の隠れた景観資産の発掘活動、③旅行者に見せたい地域の景観マップ作成、
④町内会の街並み美化を目的にした改善検討、⑤地域の自慢したい風景の写真展、⑥その他地域の景観のあり方を地域
住民が考えるための企画活動等(景観形成住民協定締結に向けた取り組みを含む)
対象：特定非営利活動法人、営利を目的としない市民活動団体やボランティア団体、町内会等の任意団体、
または複数のNPO等で構成される実行委員会(要件あり)
金額：1件あたり17万9千円程度(委託予定件数2件)

※必要に応じて、受託団体と協議の上、予算の範囲内で変更する場合あり
締切：2022年5月13日(金)(2022年6月中旬頃に文書で通知)
電話：019-629-5892(岩手県県土整備部都市計画課 景観まちづくり担当)

景観点検事業の受託団体を募集
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詳細はこちらから→

｢第80・81・82基目 そらべあスマイルプロジェクト｣ (特定非営利法人 そらべあ基金)
再生可能エネルギーを導入することで環境の大切さを子どもたちに伝え、より良い環境の循環により地球温暖化を防
ぎ未来を変えていくことを目指します。本プロジェクトの趣旨に賛同した全国の幼稚園・保育園など応募園の中から
３園を対象として、太陽光発電設備｢そらべあ発電所｣の寄贈及び、環境教育プログラム｢そらべあちゃんの日｣（｢緑と
なかよしグリーン☆レンジャー｣｢自然の力をエネ☆レンジャー｣｢地球をまもろうアース☆レンジャー｣の3プログラム
の中から1つを選択)を通して園の環境教育活動を支援します。

対象：3歳から5歳児が在籍する未就学児童向けの教育・保育施設(公立・私立いずれも可)
寄贈：太陽光発電設備(1園につき1基。付属品、取り付け工事費用も一式無償)、環境教育プログラム
｢そらべあちゃんの日」におけるプログラム資材の無償提供など環境教育活動の支援
締切：2022年5月30日(月)※書類必着(2022年9月に結果通知)
電話：03-3504-8166(平日10時～18時 担当：下川(しもかわ))

環境保全教育を行なう、幼稚園・保育園を応援
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いちのせき市民活動センター
〒021-0881 岩手県一関市大町4-29 なのはなプラザ4F
電話：0191-26-6400 ファクス：0191-26-6415
せんまやサテライト
〒029-0803 岩手県一関市千厩町千厩字町149
電話：0191-48-3735 ファクス：0191-48-3736

有
価
物
集
団
回
収

の
報
償
金
を
交
付

NEW

NEW

非営利法人

NEWNEW

詳細はこちらから→

｢ジュニアスポーツ振興助成事業(2022年度後期)｣(公益財団法人ヨネックススポーツ振興財団)
ジュニアスポーツの振興に関する諸般の事業の推進を図り、心身ともに健全なジュニアアスリートを育成し、

もって明るく豊かで活力に満ちた社会の実現に寄与することを目的とし、スポーツ団体が行うジュニアス

ポーツの振興に関する事業に対する助成を行ないます。

対象：すべてのスポーツ競技において、ジュニアスポーツの振興に関する事業を積極的に行い、奨励し、
かつ当該団体としての活動を実施している公益財団法人、一般社団法人又は一般財団法人
金額：対象期間内(2022年10月1日～2023年3月31日)に予定する１つの事業予算の２分の１
(上限100万円)以内
締切：2022年6月20日※当日消印有効(2022年9月1日頃に交付決定予定)
電話：03-3839-7195

スポーツ団体が行うジュニアスポーツ事業を応援
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詳細はこちらから→

｢令和4年度子どもゆめ基金【二次募集】｣ (独立行政法人国立青少年教育振興機構)
子どもを対象とする次の活動を行っている団体を支援します。➀体験活動(自然体験活動、科学体験活動、交流

を目的とする活動、社会奉仕体験活動、職場体験活動、総合・その他の体験活動)、②読書活動。
対象：公益社団法人、公益財団法人又は一般社団法人、一般財団法人、特定非営利活動法人、それ以
外の法人格を有する団体、法人格を有しないが活動を実施するための体制が整っていると認められる
団体
金額：1活動あたり50万円(市区町村規模のみ) ※二次募集
締切：【郵送申請】2022年5月1日(日)～2022年6月14日(火)

【電子申請】2022年5月1日(日)～2022年6月28日(火)
電話：0120-579-081(フリーダイヤル平日9時～17時45分)

【5月1日から募集予定】
子どもの体験活動・読書活動などを応援
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詳細はこちらから→

｢第20回配食用小型電気自動車寄贈事業」 （公益財団法人みずほ教育福祉財団）
高齢者向けに配食サービスを行っている民間団体に対し、配食用小型電気自動車※(愛称：みずほ号)
の寄贈を行います。※トヨタ車体(株)製の車両(コムスＢ・ＣＯＭデリバリー)をベースとした、1人乗
り小型電気自動車(ミニカー)
対象：高齢者を主な対象とし、原則として、1年以上継続して週1回以上、調理・家庭への配食・友愛
サービスを一貫して行っている非営利の民間団体(法人(非営利活動法人・社会福祉法人・出資持分の
ない医療法人、公益法人等)・任意団体)。 ※要推薦
寄贈：1団体あたり配食用小型電気自動車1台(14団体に寄贈)
締切：2022年6月10日(金)※必着(2022年7月末までに結果通知)
電話：03-5288-5903

高齢者向けに配食サービスを行っている民間団体を応援
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詳細はこちらから→

｢SDGs貢献プロジェクト｣(日本たばこ産業株式会社、公益社団法人日本フィランソロピー協会)
包摂的かつ持続可能な地域社会の発展に向けて、｢SDGs貢献プロジェクト｣では、①｢格差是正(人と人もしくは地域間

で生じる水準の差異の是正につながる事業)｣、②｢災害分野(災害発生地域における支援及び将来の災害に備えた減

災・防災につながる事業)｣、③｢環境保全(様々な天然資源の維持につながる事業)｣のいずれかの分野に取り組む団体

の事業を支援しています。
対象：原則、法人(営利／非営利等の法人格は問わない)であること。
金額：1団体1事業につき上限200万円
締切：2022年6月1日(水)～2022年6月30日(木)

※応募書類の受領月から3か月後の月末までに、電子メールにて通知
問合：https://www.philanthropy.or.jp/jt/

【6月1日から募集予定】
格差是正・災害分野・環境保全の事業に取り組む団体を応援
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当センターでは毎月1回、｢idea｣最新号の情報、
助成金情報、主催講座のお知らせを載せたメルマ
ガを配信しています。加えて令和4年度より号外
版の助成金情報も必要に応じて発信いたします。

メルマガの
配信・停止の希望は
コチラから


